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降水量が増えると

侵食速度が大きくなる
という対応関係

侵食距離と首都ダッカの
降水量を比較

ボラ島北東部
18年間で3.3ｋｍ侵食

ハティア島北部
17年間で5.5ｋｍ侵食

ガンジス川河口左岸
17年間で約10ｋｍ堆積

・1990年頃～2007年のガンジス
川河口域の地形変化を解析した。
・全天候性画像であるSAR画像を

用いることによって、高時間分解
能での地形変化を明らかにした。

・河口にあるハティア島で侵食速
度と首都ダッカの降水量に対応
関係が見られた。
→ダッカの降水量が増えると、ガ

ンジス川の流量が増え、河口域
の侵食を促進する

流域のほとんどが国外にあるため上流域の気象データや流量データを含めた
さらなる検討が必要である。

1993年から1998年の計84シーン

1990年頃と2000年頃

2005年から2007年

1989年～1998年のダッカの月降水量


